
ヴァイオリニスト・五嶋みどりが理事を務めるNPO法人ミュージック・シェアリングでは、本物の音楽を子どもた

ちへ届けることを目的に、養護学校や特別支援学校の子どもたちへ楽器指導支援を行っています。現在、

楽器指導・演奏を担っていただいているのは、若い演奏家の方々、音楽大学の学生や卒業生の方たちです。

音楽のご経験を、サポーティング・アーティストとして子どもたちの成長に活かしてみませんか？

現在の提携校（東京都、神奈川県、大阪府）
神奈川県立麻生養護学校高等部／筑波大学附属
桐が丘特別支援学校／横浜国立大学教育部附属
特別支援学校／川崎市立中央支援学校／大阪府
立大阪南視覚支援学校／神奈川県立高津養護学
校生田東分教室
＊今後、関東、関西、北陸、北海道などの特別支援
学校も参加予定

問い合わせ先：
認定NPO法人 ミュージック・シェアリング事務局

TEL:03-3261-1855／FAX:03-3261-1856
E-mail: info@musicsharing.jp   Website: http://www.musicsharing.jp/

サポーティング・アーティスト募集

理事長 五嶋みどり

11歳でニューヨーク・フィルとの共演でデビュー以来
世界のトップヴァイオリニストとして欧米でも最もポ
ピュラーな音楽家。演奏活動に加え20年以上日
米を中心に地あ域密着型の社会貢献活動を展
開し、音楽家による社会活動のモデルとして先導
的役割を果たす。南カリフォルニア大学ソーントン
音楽学校「ハイフェッツ・チェアー」兼特別教授。
2007年より国連ピース・メッセンジャー。使用楽器
はグァルネリ・デル・ジェス「エクス・フーベルマン」
（1734年作）
http://www.gotomidori.com/

認定NPO法人 ミュージック・シェアリング
設立：2002年
（1992年設立「みどり教育財団東京オフィス」より組織変更）

活動内容：
1.  訪問プログラム
2. 楽器指導支援プログラム
3. ICEP（インターナショナル・コミュニティー・エンゲージメントプロ
グラム）
理念：ミュージック・シェアリングは、人々にとって本物の音楽、音
楽家がもっと身近なものになるようにし、豊かな人間性をめざす環
境作りの手助けを行います。 よりたくさんの子どもたちが、教養を
高め続けられるようにするために、本物の音楽を通じて活動し、そ
の活動を常に見直し、時代に先立って新たな活動を創造し続け
ていきます。

楽器の寄贈も募集しています！
お使いにならない楽器や小物がありましたら、寄贈をお願いいたします。

詳細は下記事務局までご連絡ください。
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ミュージック・シェアリングでは2006年から、音楽大学の学生・卒業生から成る「サポーティングアーティスト」を、関東地区の
特別支援学校に派遣し生徒たちの楽器指導を実施しています。2016年度からの活動拡充により、関東、関西、愛知、
北陸などでメンバーを募集します。
この活動を有意義に継続していくために、参加するサポーティングアーティストの皆さんには下記の事柄をご理解・遵守して
いただくことをお願いします。また、プログラム参加各校にも長期的で充実した音楽教育を行うために、ミュージック・シェアリ
ングから派遣するサポーティング・アーティストを積極的に受け入れていただき、最大限、当プログラムの活用をお願いしてい
きます。

問い合わせ先：
認定NPO法人 ミュージック・シェアリング事務局

TEL:03-3261-1855／FAX:03-3261-1856
E-mail: info@musicsharing.jp   Website: http://www.musicsharing.jp/

楽器指導支援プログラム活動概要と
サポーティング・アーティスト募集要項

【楽器の種類】
ヴァイオリン【急募】、フルート【急募】、サックス、トランペット、トロンボーン、パーカッション、ピアノ など

【応募方法】
①氏名、②（卒業）学校名、③演奏楽器、④連絡先（住所、電話番号、メールアドレス）
以上を明記の上、下記のアドレスまでお送りください、詳しい応募方法をご案内いたします。
Email: info@musicsharing.jp

①履歴書・演奏歴・ボランティア歴、②応募動機（400字以内、書式は自由）、③指導教授からの推薦状、
④活動参加の見込み回数、などを提出していただきます。詳細はお問い合わせください。

活動に参加される際には、交通費などの経費をお支払いいたします。

サポーティング・アーティストに求められる条件
 プログラムに参加する生徒に対して、技術的な指導を行う熱心で誠実な対応ができること。
 専門楽器の演奏技術、音楽一般についての知識、ならびに経験者が望ましい。
 演奏技術と指導技術の双方を持ち合わせるのが望ましいが、必ずしも双方に長けた者である必要はなく、基本的に

生徒の情操に響く演奏ができること。

指導について
継続的に指導に参加できることが望ましい。また、学校側の主導により補佐的に指導を行うことに限らず、音楽教育の
専門家としての自負を持って主体的に、学校側と連携し協力しあいながら指導を進める。

演奏について
模範演奏また音楽鑑賞の演奏をするアーティストを参加校に派遣する。演奏する楽器と、参加校で生徒が練習してい
る楽器は、必ずしも一致する必要はない。参加校で指導が行われていない楽器であっても、生徒が素晴らしい演奏を
聴いて感性に触れれば、取り組んでいる楽器演奏の向上にもつながる。

活動に際して心がけていただきたいこと
 礼儀正しく
 忍耐と継続をもって活動に参加する
 本物の音楽の意味を理解する
 互いを敬う
 ミュージック・シェアリングのメンバーとしてプライドを忘れず活動する


